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  ２０２１年３月期の業績予想および配当予想に関するお知らせ 

 

2020年５月８日に公表いたしました「2020年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において未定としており

ました2021年３月期の連結業績予想及び配当予想につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 連結業績予想について 

 （１）2021年３月期第２四半期(累計)連結業績予想（2020 年４月１日～2020年９月30日）（単位：百万円） 

  

売 上 高 
 

営業利益 
 

経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

（円  銭） 

前回発表予想（Ａ）   ―  ―  ―  ―  ― 

今回発表予想（Ｂ） 53,000 0 △250 △350 △7.72 

増減額 （Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増 減 率 ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期 

第２四半期実績 
69,956 2,057 1,780 1,187 26.22 

 

 

（２）2021年３月期通期連結業績予想（2020 年４月１日～2021 年３月31日）     （単位：百万円） 

  

売 上 高 
 

営業利益 
 

経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ）  ―  ―  ―  ―  ― 

今回発表予想（Ｂ） 116,000 2,000 1,600 1,000 22.05 

増減額 （Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増 減 率 ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（  2020年３月期） 
136,155 3,725 3,391 2,323 51.29 
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（３）業績予想の理由・前提等 

2021年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症(以下、本感染症)拡大の影響

により、適正かつ合理的な算定が困難であると判断し、未定としておりましたが、各国における行動制限の

緩和等を受け、経済活動が再開しつつあること、また第１四半期会計期間における本感染症拡大が当社グル

ープに与える影響が判明したことなどを受け、予想の合理的な算定が可能と判断し、当連結会計年度の連結

業績予想を決定しました。 

 

今回の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報や予測に基づいて、当社グループにおける影響額 

と原価低減や固定費削減の取り組みを業績予想に反映させたものであります。 

 

なお、業績見通しに対する事業環境の前提等としては下記を想定しております。 

今後、本感染症に関する前提等が変化し、業績予想の見直しが必要となった場合には、速やかに公表致しま 

す。 

 

  ＜本感染症に関する前提＞ 

① 本感染症のさらなる拡大は回避され、現状よりも大きな需要の減少がない 

② 国内外における経済活動の再開・拡大が継続 

③ 国内外における当社グループの生産・販売拠点において新たな営業・生産活動が規制されない 

 

  ＜当社事業環境に与える影響の見通し＞ 

 本感染症の影響は、当社グループの事業領域において、総じて回復が見込めるものの、当連結会計年度末 

（2021年３月末）においては残存している可能性が高い状況。 

〇生活分野 

・食品容器関連は、外出自粛の影響はあるものの、内中食の需要は今後も好調に推移 

・行楽、観光関係資材は、インバウンド需要の戻りが遅く、引続き低調で回復が遅い 

・農水産、建材・土木関連は、活動再開により緩やかに回復 

   〇工業分野 

・自動車関連は、自動車部材、部品梱包材用途は、完全回復は難しいものの緩やかに回復 

・家電・ＩＴ関連は、緩やかに回復するも地域別に差が生じる 

・医療・健康関連は、活動再開で緩やかに回復 

 

 

２．  配当予想について 

(１）配当予想 

 １株当たり年間配当金 

第１四半期 

末(円 銭) 

 

第２四半期 

末(円 銭) 

第３四半期 

末(円 銭) 

期  末 

(円 銭) 

合  計 

(円 銭) 

前回発表予想 ― ― ― ― ― 

今回発表予想 ― 4.0 ― 17.0 21.0 

（ご参考）前期実績 

（2020年３月期） 

― 13.0 ― 17.0 30.0 

 

 

（２）配当予想の理由 

  2021年３月期の配当予想につきましては、連結業績予想と同様に未定としておりましたが、 

１．の業績予想に基づき、配当予想を決定しました。 

当社の配当は、連結業績の動向に応じ、かつ配当の安定性と内部留保充実のバランスを総合的に判断して 

決定しております。2021年３月期の業績予想は、厳しい見通しとなりますが、配当性向、内部留保、継続 

的な配当の安定性などを総合的に勘案し、一株当たり年間２１円の予想としております。 

 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記載は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作   

成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


